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奈良、平安時代の地方政務の中心地
一般社団法人・大昔調査会と岡谷市教育委員会は15日午後1時半か

ら、奈良、平安時代の地方政務の如嘩跡億愚妹遺跡」（同市長地）

に焦点を当てた「古代　諏訪国シンポジウム」を同市中央町のイルフプ

ラザカルチャ「センターで開く。調李研究に関わる専門家5人がパネリ

ストを務め、発掘された遺構や渾物を通して見えてきた当時の暮らしぶ

り、律令国家の成長と衰退などを読み解き、古代諏訪の都に迫る。

（鮎沢健吾）
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